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建国レセプションでの李克強総理重要講話

田中 修

はじめに

9 月 30 日夜、人民大会堂で国務院主催の建国レセプションが挙行され、李克強総理が重

要講話を発表した。本稿では、その概要を紹介する。

66 年来とりわけ改革開放以降、中国共産党の指導の下、中国人民の知恵と奮闘によって、

中国の特色ある社会主義事業は世界が注目する輝かしい成果を得た。これは、中国の総合

国力・国際影響力の顕著な向上に体現されており、一般家庭の生活が日増しに豊かになっ

ていることに体現されており、現在人民がより多くの発展の機会を享受し、社会が不断に

進歩していることにも体現されている。これらの成果は、民族振興のために勇往邁進した

諸先輩を安心させることができるものであり、当代の中国人が誇りに思うものである。

今年に入り、習近平同志を総書記とする党中央の堅固な指導の下、全国上下が共同して

懸命に奮闘し、各方面の政策はいずれも新たな成績を得た。世界経済が低迷し、わが国の

経済下振れ圧力は増大しているものの、

①有効な区間コントロール、方向を定めたコントロール、タイミングを見計らったコント

ロールの実施を通じて、経済運営は変動の中でも動向が好転しており、なお合理的区間

を維持し、発展の質は新たに向上し、システミックリスクは有効に防止されている。

②行政の簡素化・権限の下方委譲、開放と管理の結合、サービスの最適化と財政・税制・

金融・国有企業等の構造改革を引き続き推進することを通じて、市場の活力を一層奮い

立たせ、大衆による起業・万人によるイノベーションの成果を顕在化させ、サービス業

のウエイトを高め、経済に対する消費の牽引作用を増強し、構造調整に新たな進展をみ

ている。

③雇用の積極的拡大と個人所得の増加を通じて、社会保障の『セーフティネット』を一層

堅牢に組織し、貧困への精確な支援を強化し、人民の生活は新たな改善をみている。

党中央・国務院の政策決定・手配に基づき、全国上下が引き続き努力し、堅塁を攻略し

困難を克服することにより、我々は今年の経済社会発展の主要目標任務を達成できる。

中国は世界第二の大きな経済体として、経済総量 10 兆ドルのベースの上に 7％前後の成

長を維持することは十分容易ではなく、しかも新たな起点の上に引き続き更にすばらしい

未来を創造しなければならず、任務は更に困難を増している。チャンスと試練に対して、

我々は肩に背負った使命と人民の重い委託をしっかりと胸にきざむことにより、施政を更
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に人民の要望に合致させ、改革開放と社会主義現代化建設事業を不断に前進させなければ

ならない。

発展は民族振興の根本的な方途であり、第一の重要任務である。過去の中国の発展は着

実な任務実行に依拠しており、現在の中国の発展も着実な任務実行に依拠しなければなら

ない。マクロ・コントロールの方式を不断に刷新し、内需を積極的に拡大し、構造を積極

的に調整して、経済の好転の基礎を強固にし、発展の質・効率を高め、各種リスクを有効

に防止・コントロールし、経済の中高速成長を促進し、ミドル・ハイエンド水準へと邁進

しなければならない。

改革開放は発展動力の源である。改革を断固として全面深化させなければならない。イ

ノベーション駆動による発展戦略を深く実施し、大衆による起業・万人によるイノベーシ

ョンによって衆知を集め大衆のパワーを凝集し、発展の新たな動力エネルギーを増強する。

更に広い分野・更にハイレベルで対外開放を拡大し、国際競争と協力に全方位で参加し、

ウイン・ウインの発展を実現する。

人民の幸福は改革・発展の成果を量るものさしである。あらゆる手段を尽くして雇用を

拡大し、個人所得を多くのルートで増やし、大衆を悩ましている難題の解決に努力するこ

とにより、貧困家庭の子供が中途退学で挫折することがないようにし、一般大衆が大病に

よって窮地に陥らないようにし、心に夢を抱く青年が煩瑣な手続きによって起業・イノベ

ーションの門外に閉め出されることがないようにして、不断に生態環境を改善し、大衆の

幸福感を引き続き増進しなければならない。

法治は現代国家のガバナンスの礎石である。法による治国を全面的に推進し、法治政府

の建設を加速し、法治社会の建設に力を入れ、法治精神を文明の進歩を推進するための重

要な保障としなければならない。

我々は「一国二制度」「香港人による香港統治」「マカオ人によるマカオ統治」、高度な自

治方針を堅持し、香港・マカオの繁栄・安定・調和を支援し、新しい輝きを不断に創造す

る。

我々は「平和統一、一国二制度」の基本方針を堅持し、台湾同胞と共に民族の大義を担

い、発展のチャンスを共に享受し、文化の血脈を共に伝え、海峡・両岸の運命共同体を共

に築く。

我々は平和発展、協力とウイン・ウインの理念を堅持し、世界各国と利益の合流点を拡

大し、手を携えて人類の平和と発展の新たなページを描く。

（10 月 2 日記）


